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を作ることがある｡ EightVertex系では普通のG-L系 と違って, 2つの場が必要
a
にな-てくるo帖摂動論50)臨界点でM(t)′イ W(W-p/dl))なので,Wが 吊こ放れ 揃
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Zt-4)ならば1次転移がZ≦Ztでは 2次転移が起る｡ したがってZ-Z.は 3重







が破線 (実線 )上にあれば 1(2)次転移である｡
1重項 ･:i電項スピン系 (3重項がAだけ高い
｣







ノ､ミル ト二アン(1匿 っいて 0.-±1,±α とす る(Two-doubletsystemの特殊な場
合20)これで相転移の多様性は尽される)｡縮退度をD(0.)-D(-a)とし,比Z…t)(吟1
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(1)
を採 る｡ Aは励起のエネルギー, ciニ ー1, 1 は陽子の励起非励起を,olZ,,oZ2Jは
iボンドの陽子がどちらの谷にあるかを表す｡ 実験5)では4図のようになり, 1次転移
温度が高い (1図と逆 )｡(1)の解析によれば,適当なパラメータの下で5図が得 られ,
4図が理解され ること,また同位元素効果 (陽子一重陽子 )もよく理解され ることが分
っ た ｡
P(圧力)
4 図 5 図
A 暗影面 :1次転移
透明面 :2次転移














崎が手がけている｡ ) ここでは ShearFlow が存在するときのゆらぎの分布とダイナミ















S槽 +更Av･1-(ど+?*)∇(∇･V)+FR 〈3-β β
ここに¢｡は熱力学的 potentialo
計算の途中は省き結果だけのべる｡
流れによってできる波数 として,
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